
氏 名 中
なか

田
た

聡
さとし

所 属 ・ 職 名 理科教育講座（物質科学）・助教授

研究室電話番号 ０７４２－２７－９１９１
（ダイヤルイン・FAX 兼用）

電子メールアドレス nakatas@nara-edu.ac.jp 
 
最終学歴及び学位 名古屋大学大学院理学研究科博士後期課程退学（1989）

理学博士

所 属 学 会 等 日本化学会，アメリカ化学会

専 門 分 野 非平衡系の科学（界面運動，味覚・嗅覚センサーなど）

研究と教育について
高等学校または大学の基礎教育で学ぶ物理や化学は，基本的に閉鎖系・平衡系・均一系です。例え

ば，たらいの水にインクを１滴落とすとインクは拡散し，やがてインクは均等に分布します。化学反
応では，撹拌することによって反応にムラがないように進行させます。それに対して，生命体が生命
活動を営むとき，生命体は外界からエネルギーを供給し，エネルギーに変換され，外界へ熱や排泄物
を放出する，典型的な開放系です。また体内の反応が均一に起こるものでもなく，平衡から離れた非
平衡系で行われるため，サーカディアンリズムや自己修復などのパターン形成など，平衡系では起こ
らない現象が生じます。このような非平衡系を利用した人工システムを作ることにより，生物に学ぶ
様々な新機能性材料や変換器を開発することを研究としています。実際には，味覚・嗅覚をまねた化
学センサの開発により，複数成分ガスの共存下でも特定ガスの検出が可能になります。また，化学ポ
テンシャル差を駆動力として，熱機関とは異なる人工モーターの創製を，樟脳の自発運動を用いて行
っており，最近，多様な運動やスイッチングを制御することが可能になりました。以上の研究テーマ
は本研究室から発信された国内外で例のない研究です。
広い教育という意味においては，例えば寺田寅彦のような文学者兼物理学者（サッチャー元イギリ

ス首相のような政治家兼化学者）のような，視野の広い学生の教育が必要と感じています。科学者が
社会のニーズや状況から閉ざされることなく，適度にフィードバックしながら研究活動を行うことが
責務と感じています。しかしながら，一方であまりに大学の開放といいつつ，社会にアウトプットし
てばかりでは，科学者としてしっかり基盤をつくることが困難（つまり研究活動（インプット）する
時間がなくなる）となり，それでは世界が認める科学者にはなれないと思います。汎用的な科学教育
と深く掘り下げていく専門教育を意識した教育活動ができればと思います。
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主な授業担当科目
分析化学(理科専門科目)，複雑系の科学(総合教育課程：情報)，科学における情報変換（総合教育課
程：情報），化学実験(理科専門科目)，(大学院)化学ダイナミクス

学 会 活 動 日本化学会近畿支部 化学教育委員会委員

社 会 的 活 動 科学技術振興機構サイエンスレンジャー
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